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１．はじめに
　特別支援教育では、精神発達が未分化な児童生
徒に対しては、指導内容を教科別又は領域別に分
けて指導するよりも、総合的に組織された学習活
動が適合しやすいため、教科別、領域別に分けな
い指導である「領域・教科を合わせた指導」（以
下、「合わせた指導」という。）の形態が大切にさ
れている。この合わせた指導の一つに「生活単元
学習」がある。生活単元学習は、児童生徒が生活
上の目標を達成したり、課題を解決するために、
一連の活動を組織的に経験することによって、自
立的な生活に必要な事柄を実際的・総合的に学習
するものである。　
　特にも、知的障がい教育では、生活に結びつい
た実際的で具体的な活動を学習活動の中心に据
え、実際的な状況下で指導することを通して、学
習に主体的に取り組む力を育てることを重視して
いるため、生活単元学習は社会生活力を育んでい
く上で大切な学習である。

　連絡会議における、「わが国における『国連持
続可能な開発のための教育の10年』実施計画」で
は、ＥＳＤを進めていくための基本的な考え方と
して、「私たち一人ひとりが、世界の人々や将来
世代、また環境との関係性の中で生きていること
を認識し、行動を変革することが必要であり、そ
のための教育がＥＳＤです。」と述べている。また、
ＥＳＤの目標として、以下の３点も述べている
１�　すべての人が質の高い教育の恩恵を享受する
こと。

２�　持続可能な開発のために求められる原則、価
値観及び行動が、あらゆる教育や学びの場に取
り込まれること。

３�　環境、経済、社会の面において持続可能な将
来が実現できるような行動の変革をもたらすこ
と。

　さらに、ユネスコ（UNESCO）によれば（1）、「Ｅ
ＳＤが全体として目指すのは、積極的な環境的及
び社会的な変革を実践するために、参加型・行動
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志向型のアプローチを伴いながら、市民をエンパ
ワーする（2）ことである。」と述べている。
　以上から、ＥＳＤの基本的な考え方及び目標は、
前述した特別支援教育における生活単元学習が目
指すべき学習内容と同じ目的意識に立つととも
に、目的の達成に向けて児童生徒をエンパワーし
ていくことが大切であると考える。
　そこで本稿では、筆者が在職した岩手大学教育
学部附属特別支援学校における生活単元学習の教
育実践である、花壇づくりの活動事例の成果を通
して、ＥＳＤを展望しながら児童生徒に育みたい力
と教育支援の在り方について考察していくことに
する。

２．単元設定の理由
　岩手大学教育学部附属特別支援学校では、2005
年度から2007年度までの３年次計画で、研究主題
「個々の教育的ニーズにこたえ、社会生活力を育
み支援していくための授業実践－エンパワメント
を生かした授業づくりを通して－」（3）（4）（5）に取り
組んできた。
　本研究では、エンパワメントを ｢個々の力を最
大限発揮していくための環境づくりと支援の展
開」と、とらえた。エンパワメントを生かした授
業づくりに当たっては、次の二つの視点を大切に
することとした。
１�　個別のニーズを探り出し、学習の主体者であ
る児童生徒が力を発揮できるような環境を整え
ることで、主体と環境の相互関係性の観点に
立って考える。
２�　児童生徒を取り巻く周辺の環境の条件整備に
努めることで、適切な教育環境づくりを考案
し、児童生徒が社会の中で主体的に活動するこ
とができるように支援を行う。
　また、教育環境として社会的環境、人的環境、
物理的環境の三つを設定し、社会的環境が人的環
境と物理的環境を包括する形で構成することとし
た。
　以上の本研究を受け、生活単元学習「きれいに
しよう！蝶ヶ森～花壇をつくろう～」は、研究３
年次目である2007年度に中学部の全生徒、職員で
取り組んだ単元である。

　本校のある盛岡市東安庭地区は、自然が豊か
である。その中に「蝶ヶ森」（標高229m）とい
う、地域の方々も遠足や散歩などで訪れる山があ
る。中学部でも、日頃から体育の授業などで足を
運んでおり、馴染みの深い場所である。その山
頂の展望台付近をきれいに整備してほしいという
要望が、地域の方々から盛岡市役所に出されてい
た。その話を生徒に伝えたら、親しんできた蝶ヶ
森をより美しく整備していくために、中学部全員
が一丸となって取り組んでいきたいという意見が
出た。その後、生徒の自発的な意見を地域の町内
会長さんに伝えたところ、町内会長さんが盛岡市
役所に連絡してくださり、蝶ヶ森の整備に向けた
許可をいただくことができたのである。整備の主
な活動内容は、花壇の設置であるが、これは「花
がたくさんあれば、きれいになる。」という、あ
る生徒の思いのこもった発言から取り入れた活動
である。そのため、花壇用の杭の製作、草取り、
土作りなど、働く活動が中心となる。授業の作業
学習で行っている、作業製品を製作し販売するこ
とで売上金などの収入を得るための労働ではない
が、日頃から訪れている場所が、自分たちの力で
美しく変わっていく様子は、作業の見通しがもち
やすく、働くことのやりがいや生きがいといった
活動への意欲につながるものと考えた。そして、
地域の方々にも喜んでもらえるような価値のある
仕事に取り組むことで、生徒の主体的な姿と社会
生活力の育みが期待できるものと考えたのであ
る。

３�．エンパワメントを生かした授業づく
りと授業実践

（1）　教育環境の整備と支援の展開について
　本単元の活動は、活動内容及び活動場所から、
校舎のクラフト室で作業を行う「花壇杭作りグ
ループ」と、屋外の蝶ヶ森山頂で作業を行う「花
壇作りグループ」、「柵作りグループ」の３グルー
プに分かれて進めていくことにした。
　次頁の図は、花壇杭作りグループを中心に、環
境づくりと支援方法についてまとめたものであ
る。
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（2）　授業実践の様子
　次々頁の資料は、授業実践の取り組みの様子を、
実際の写真と併せてまとめたものである。

４�．生徒の姿からみる社会生活力の育み
と支援の手立ての検証

（1）　生徒の姿からみる社会生活力の育みの検証
　中学部では社会生活力を、「人とのかかわりの
中で、様々な活動に目的や役割をもち、充実感を
感じながら、自分の力を発揮して進んで行動する
力」と、とらえた。
　さらに、これを受けて、生徒が発揮してほしい
力として、①「人とかかわる力」、②「自ら行動
する力」、③「社会資源を活用する力」の３点を
設定した。
　ここでは、この三つの力を中心に、実際の生徒

の活動を振り返りながら社会生活力の育みについ
て検証していくことにした。
①【人とかかわる力に関して】
 ・�建材店での買い物では、店舗の人にきちんとあ
いさつをすることができた。また、支払いの際
には、一人で代金を支払い、領収書を受け取る
ことができた。
 ・�クローバーの種を購入する際に、店舗の人に
適切なあいさつや、「クローバーの種をくださ
い。」と、買い物の目的を伝えることができた。
 ・�盛岡市役所公園みどり課の職員が見に来た際に
は、自ら「ありがとうございます。」とあいさ
つをすることができた。また、自分の活動に喜
びを感じ、芯材を切る速度を速めるなど、主体
的な取り組みを行うことができた。
 ・�町内会長さんが訪れると、「会長さん来た。」と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図　環境づくりと支援方法（花壇杭作りグループ）
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資料　授業実践の取り組みの様子
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 資料　授業実践の取り組みの様子
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嬉しそうに話し、町内会長さんと二人で一緒
に、ふるいに土をかける仕事を行うなど、意欲
的に働く姿がみられ、会長さんにも喜んでもら
いたいという意識をもって取り組むことができ
ていた。
  ・��やりがいや目的意識をもって作業に取り組むこ
とで、教師や生徒間のかかわりも活発なものと
なった。また、次々と作業を進めたいという意
欲から活動への要求や報告をしたり、他の生徒
の様子を見て励みにし、仲間を応援するといっ
た様子が見られるようになった。
②【自ら行動する力に関して】
 ・�仲間が蝶ヶ森展望台に花壇を作り、展望台が整
備されていく様子に喜びを感じ、意欲的に芯材
を切る作業に取り組むことができた。
 ・�のこぎりで芯材を切ることの必要性を理解し、
たくさん切ることに喜びを感じながら時間いっ
ぱい芯材を切ることができた。
 ・�花壇杭ユニット（５本の連結した杭）作りの工
程を繰り返すことで、作業の進め方を理解し、
ほぼ一人で活動を進めることができた。
 ・�日頃から訪れている場所が、きれいに変わって
いくという今回の単元は、期待感や見通しがも
ちやすかったため、それぞれが自分の力を発揮
することができたり、自分の役割を理解し最後
までやり遂げることができた。また、完成した
最終日の様子をみると、大規模なものを全員で
力を合わせて作り上げるということに、達成感
を感じることができた生徒も多かった。
③【社会資源を活用する力に関して】
 ・�建材店への買い物では、材料購入の必然性を理
解し、目的意識をもって活動することができ
た。帰りには、道路の端を進むように意識しな
がらリヤカーを引くことができた。
 ・�種苗店の中では、マナーを守って行動すること
ができた。蝶ヶ森や店舗への移動時の道路歩行
では、中央を歩いていると自分から「あ、端っ
こ歩こう。」と話しながら行動するなど、安全
に対する意識が芽生えてきていた。
 ・�草取りの活動では、仕事の仕方を理解し、自分
から草がある場所を見付け、時間いっぱい活動
に取り組むことができた。また、自主的な活動

を促すための教師の直接的な働き掛けはほとん
ど必要なく、夢中で取り組む姿が見られた。
 ・�今回の単元では、町内会長さんや盛岡市役所の
公園みどり課の方、地域の店舗の方といった学
校以外の方々と接する場面を設けたため、それ
らの方々が、自分たちと同じように蝶ヶ森をき
れいにするための、目的を共有できる人々であ
るという意識をもつことができる生徒もみられ
た。このことにより、積極的にあいさつをした
り、共に活動することに喜びを感じたりするこ
とができた。
 ・�必要に応じて地域の店舗を利用することで、自
ら進んで店員さんとかかわり、お金や商品のや
り取りを行うことができた。また、道路の歩行
も含めて社会資源の活用の仕方を知り、状況に
応じた行動ができるようになってきた。

（2）　有効と考えられる支援の手立ての検証
　教育環境として、社会的環境に包括されている
①「人的環境」と、②「物理的環境」の整備につ
いて検証していくことにした。
①【人的環境の整備に関して】
  ・��人的環境として、教師が指示的な声掛けではな
く励ましの声掛けを行ったり、作業の途中で進
行状況についての話題などを行ったことによ
り、生徒の意欲を高めることができ、主体的な
姿をみることができた。

 ・�町内会長さんや盛岡市役所の方、お店の方と
いった人々との直接的なかかわりがあったこと
により、生徒にとって活動が社会的にも有意義
なものであることの意識を高め、活動への意欲
や真剣さが増した。また、生徒によっては、コ
ミュニケーション面での力を発揮する機会と
なった。
②【物理的環境の整備に関して】
 ・�地域の社会資源を大々的に活用した単元とし
て、地域の公園をきれいにするというテーマ設
定は、身近な公園が自らの手によってきれいに
変わっていく様子が分かりやすく、生徒のやり
がいや主体的な取り組みにつながるなど有効で
あった。
 ・�必要な材料等の購入といった明確な目的をもっ
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て店舗を利用することで、主体的に行動するこ
とができた。
 ・�場の設定ついて、校舎の作業室と蝶ヶ森山頂と
いう全く異なる場所で活動することとしたが、
生徒にとって活動しやすい場として工夫を図り
ながら、自主的に活動場所を選択したことによ
り、生徒一人一人の力を発揮することにつなげ
ることができた。
 ・�これまでの取り組みと同様に、一人一人に合っ
た教材・教具の作成、工具や道具の選定を行う
ことで、主体的な取り組みを支え、それぞれが
十分にもっている力を発揮することができた。

５．単元のまとめと考察
　本単元では、人的環境として地域の町内会長さ
んや盛岡市役所の方々、物理的環境としては蝶ヶ
森という自然環境、店舗、学校の作業場といった、
より現実的な社会と必然的にかかわることができ
るような社会的環境の整備を目指したテーマ設定
を行ってきた。このことが、地域の方々、盛岡市
役所、保護者の方々からも、生徒の行う花壇づく
りが期待され、意義ある価値の高い活動に自分た
ちが取り組んでいるという、活動への意欲ややり
がいにつながり、学習の主体者である生徒の力の
発揮に大きく関与したものと考えられる。
　このことは、ＥＳＤの目標でもある「１　すべ
ての人が質の高い教育の恩恵を享受すること。」、
「２　持続可能な開発のために求められる原則、
価値観及び行動が、あらゆる教育や学びの場に取
り込まれること。」の達成につながり、生徒の社
会生活力の育成にもつながる成果であったと考え
る。
　また、これまでの単元と同様に、繰り返し活動
に取り組むことにより、働く力が育まれ、以前よ
りも一人で行うことができる仕事量が増えた生徒
も多くみられた。特に３年生は、これまでの生活
単元学習の様子を振り返ると大きく成長し、体力
面や技術面のみならず、リーダーシップを発揮
し、積極的に活動に取り組むようになったといえ
る。
　このことも、ＥＳＤの目標である「３　環境、経
済、社会の面において持続可能な将来が実現でき

るような行動の変革をもたらすこと。」の達成に
つながり、高等部進学後の学習活動又は卒業後の
就労に向け、進んで問題を解決し、主体的に行動
する力の育成にもつながる成果であったと考え
る。
　最後に、本単元を通して、生徒一人一人が活動
の手順を理解できるようになり、各自の仕事量も
増えてきたため、前述した成果を受けて、翌年度
は、花壇の設置箇所をさらに増やし、活動期間も
拡大するなど、持続可能な単元計画を生徒と共に
立案しながら教育実践を行った。この持続した生
活単元学習の実践は、生徒が活動へのやりがいや
生きがいを求め、より大きな成就感を得られる教
育実践となったことからも、ＥＳＤの目標実現に
向けて、教育実践例の少ない特別支援学校として
の、ＥＳＤの必要性を示唆した取り組みとなったも
のと考える。

注
（1）UNESCO, “Education for Sustainable 
　　�Development,” Education for Sustainable  

Development Information Brief, April 15, 
2004, p.1.

（2） �「エンパワーする（empower）」又は「エン
パワメント（empowerment）」という言葉は
様々な文脈で使われる。ESDの文脈で語ら
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地位や影響力、組織的能力などを含む広義の
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質・能力そのものの向上のみならず、むしろ
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